
を書いた
のはなぜか？

須黒達巳



専門は
クモの分類学 小笠原の昆虫の

同定業務を経験

現在は私立小学校の
理科教員

私と同定の関わり

勤務校構内の昆虫・クモ相の調査を継続



私と同定の関わり

専門とする生物があり 専門外の同定に
挑む機会があり

未熟な人の同定を見る
機会に恵まれている



同定をめぐる、
初級者と上級者の間のギャップ



一般の方のもつ「同定のイメージ」

パラパラ、
あったこれだ！

スマホで解決！



「同定ってどうもうまくできない」

生物系の研究者の中にも苦手意識？



同定って楽しいんだけどな



世界の見え方

デイリーポータルZ「目に映るものの名前を
できる限り知りたい」より



名前を知ることの快感



執筆の動機

①一般向けに、
「ちゃんとした同定」の様子を伝えたい

②「なぜ同定ができないのか」
「どんな過程を経てできるようになるのか」

を、みんなで考えたい

そして、同定を楽しむ輪を広げたい



核となる概念
「目をつくる」



注視した経験のないものからは、情報を多く見出せない

画像：「アパレル用語図鑑」より

目をつくる：対象からたくさんの情報を
拾えるようになること



目ができていないと、図鑑の説明は理解できない

画像：「名刺作成.jp」より

「かっちりした明朝体」はどれ？？



「目をつくる」感覚を知ってもらう



著者が「目をつくる」過程を追う



検索表で苦しむ様子も紹介



…といった話題を扱った本です

初級者は同定の実情を
垣間見られて、

上級者や図鑑制作者は
「使いやすい図鑑」を
考える機会になれば

幸いです。
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